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令和５年度沼津工業高等専門学校運営諮問会議 議事要旨 

 

日 時 令和５年１１月１７日（金）１４時～１６時 

 

場 所 沼津工業高等専門学校 管理棟３階 大会議室 

 

出席者 運営諮問会議委員（敬称略） 

若原 昭浩 （国立大学法人豊橋技術科学大学 

理事・副学長（研究，将来構想，高専連携担当）） 

得居 雷太 （富士通株式会社沼津工場 工場長） 

庄司 光延 （臼井国際産業株式会社 取締役） 

成島 優 （株式会社ドゥシステム 代表取締役） 

鈴木 宏史 （静岡県工業技術研究所 沼津工業技術支援センター長） 

河合 隆徳 （沼津工業高等専門学校地域創生交流会 会長） 

長岡 善章 （沼津工業高等専門学校同窓会 会長） 

 

本校教職員 

岡田校長，稲津副校長（総務主事），芹澤校長補佐（教務主事）， 

佐藤（誠）校長補佐（学生主事），永禮校長補佐（寮務主事）， 

竹口校長補佐（研究主事）兼地域創生テクノセンター長， 

大庭校長補佐（専攻科長），鈴木（静）電子制御工学科長， 

鈴木（康）制御情報工学科長，青山物質工学科長， 

小林（美恵）教養科長，藤尾総合メディアセンター長， 

川上教育研究支援センター長兼技術室長，前田事務部長，長谷川総務課長， 

福井学生課長 

 

  

 

 

4



○校長挨拶 

会議に先立ち校長から，本会議は本校の教育・研究，地域貢献，学生指導，管理運営等に

ついてＰＤＣＡサイクルの一環として外部有識者を招きご意見を頂戴する取り組みである

との趣旨説明と，本年度の３つの議題に対しご意見ご助言をいただき，今後の学校運営に活

用させていただきたいため，忌憚のない意見をお願いしたい旨の挨拶があった。 

 

○運営諮問委員紹介，学校関係者紹介 

司会より，参加者の紹介があった。 

 

○学校概要説明 

校長から，資料に基づき，本校を取り巻く環境，入試状況や卒業生進路，特別課程 F-met

等の特色のある取り組み，公開講座や出前授業等の教育における地域貢献等，本校の概要と，

志願者確保，教職員の業務量，施設・設備の老朽化等の本校における現状の課題について説

明があった。 

 

○議長選出 

議長の選出について，運営諮問会議規則第５条第１項に基づき，委員の互選により豊橋技

術科学大学理事・副学長の 若原昭浩 委員が推薦され承認された。 

議長から議長就任の挨拶に続き，各諮問事項の進め方について説明と協力依頼があり，議

事に入った。 

 

○議題１．令和４年度自己点検・評価および令和５年度年度計画について 

副校長（総務主事）から資料に基づき，本校の自己点検・評価の建付けと基本方針，高専

機構本部の年度計画に基づき策定する年度計画と，これに対する自己点検の概要の説明が

あり，年度計画，自己点検・評価項目のうち，特に教育に関する事項における「入学者の確

保」について，志願状況等の分析と，ウェブサイトリニューアルを始めとする広報活動や，

教学マネジメント活動を取り入れたＰＤＣＡサイクルによる組織の改善の取組について諮

問があった。 

 

これを受け，議長から各委員に対し意見照会があり，各委員から主に次のような意見があ

った。 

・志願者数を増やしたいとのことだが，志願倍率はコロナ前と比較しても減っているのか。 

→長いスパンで見ても志願者数が減少傾向であり，データ分析による効果的な対策

をしたいが，うまく活動できていない。 

・すぐに効果が出るものではないが，沼津市少年少女発明クラブへの活動支援等の地道な

活動や，F-met+企業との県立こども病院や浜松医科大でのＰＢＬ型授業等，他の高専

にはない活動の中学生に向けたＰＲをもっと進めてはどうか。 
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・学校としてのウリは何なのか，どこに力を入れてＰＲしていくのか，受験生の進路設計

のため出口（卒業後）の情報発信をしてはどうか。 

・資金等で条件が違うが，例えばインターネットでＰＲしている神山まるごと高専のよう

に，受験生が知る機会を増やすことが大事ではないか。 

・ＰＤＣＡサイクルの表を拝見し，学生のニーズをヒアリングできる機会があるとよいの

ではないかと感じた。企業側が学生と会話できる機会があればよりいいが，学校には学

生のニーズと企業のニーズを繋げて欲しい。 

・入試広報について，どこで沼津高専を知ったか，どこに沼津高専の魅力を感じたか，と

いうアンケートを実施したらどうか。また，教職員の負荷軽減が課題とのことで，ＰＤ

ＣＡサイクルにおけるＣの部分について，弊社では幹部等特定の人しか発言しない会議

は人数を絞る等の改善を行っている。沼津高専も会議の開催方法等業務の見直しをされ

てはどうか。 

 

以上を踏まえ，議長から次のとおり答申があった。 

・沼津高専ではいろいろ素晴らしい取組をされている中で，これらの活動，特に出口のと

ころについて外部に向けたＰＲを注力してはどうか。 

・教学マネジメント活動における分析にあたっては，入試前と入試後の学生のニーズと，

出口部分の企業のニーズをしっかり繋ぐようにすることが必要ではないか。 

・非常に多くの取組をされているが，教職員の負担を考慮し，例えば会議人数を絞る等の

効率性にも配慮してはどうか。 

・入試倍率を気にされているかと思うが，単純には少子化が進行すると倍率が下がる。横

軸に１５歳人口，縦軸に入試倍率のグラフを作成すると，かなり相関が見える。入試広

報にあたり地域別の人口減少を分析し，減少が少ない地域へ重点的に広報活動する等，

ＰＤＣＡの観点からも，効率性も配慮した見直しをされてはどうか。 

・４割の学生が大学へ進学するとのことだが，高専が単なる通過点ではなく，どのような

就職をして社会で活躍しているか進学後の進路も調査し公表することで，高校とは違い

キャリアパスがしっかりしているという魅力をＰＲしてはどうか。 

 

○議題２．本校の数理・ＡＩ・データサイエンス教育に望まれる学修内容や成果 

校長補佐（教務主事）から資料に基づき，文部科学省の数理・ＡＩ・データサイエンス教

育プログラム認定制度について，政府の「ＡＩ戦略２０１９」におけるデジタル人材育成の

目標達成に向け，大学や高専の教育プログラムを後押しするために設けられたこと，遅れた

が本校のプログラムも本年度「リテラシーレベル」の認定を受けたこと等の説明があり，本

プログラムの学修内容及び成果，また一段階上の「応用基礎レベル」の教育プログラムの必

要性について諮問があった。 

 

これを受け，議長から各委員に対し意見照会があり，各委員から主に次のような意見があ
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った。 

・弊社のようなシステム開発の業種では，受託したシステム開発にあたり工数削減のため

如何にＡＩを活用し効率化できるかが肝となっており，ＡＩを活用した提案ができる学

生が活躍できるのではないかと考える。また，アイデア出し等に弊社役員で ChatGPT

を活用しており，ＡＩを使う側として如何に添削していくか，ということも問われるの

ではないか。 

・ＡＩ活用にあたり大事なのはセキュリティと人権であると考える。また，間違った使い

方をするとＡＩに使われることになってしまう。これらを使いこなせるよう教育プログ

ラムに組み込んでもらえればと思う。 

・大学でも数理・ＡＩ・データサイエンス教育を行っているが，同様に議論となるのがセ

キュリティと人権であり，これらはしっかり理解させるようにしている。また，ＡＩは

必ず答えを出すが，それが必ずしも正しいとは限らないため，一度立ち止まって検証，

分析し，人間が判断することの大切さを教育プログラムに組み込んで欲しい。若い人は

面白がって使いたがるが，出てきた答えが正しいかどうかの判断を忘れる。技術者が間

違ったデータで設計すると人命に関わることにも繋がる。ＡＩに使われることのないよ

う，セキュリティ，人権，検証の３つが大事と考える。 

・「Copilot」という言葉が定着しつつあるが，今後ＡＩは，我々の時代の電卓のように便

利なツールとして使いこなす能力が必要になっていくと思われる。 

 

以上を踏まえ，議長から次のとおり答申があった。 

・数理・ＡＩ・データサイエンス教育にあたっては，ＡＩに使われることのないような教

育プログラムを構築してもらいたい。 

 

○議題３．本校のスタートアップ人材育成に期待されること 

校長補佐（教務主事）から資料に基づき，政府の「スタートアップ育成５ヶ年計画」に基

づく本事業の背景，これまでの本校の取組を活かしたスタートアップ環境整備事業への申

請内容，起業家工房「ミーティングサテライト」，起業家による講演，金融関係者による授

業，チャレンジコンテストやＤＸ教材開発等のハードウェア・ソフトウェア両面からの環境

整備状況を中心とした説明があり，課題となっている卒業後の進路や活躍状況を継続的に

調査できる仕組みや，地域企業との連携の活性化の他，今後の本校のスタートアップ人材育

成教育の取組について諮問があった。 

 

これを受け，議長から各委員に対し意見照会があり，各委員から主に次のような意見があ

った。 

・学生が小粒になっている印象があり，学年の枠を超えた議論ができるような授業や取組

を実施されてはどうか。 

・卒業生の進路調査は同窓会もバックアップできると考えている。また，各種コンテスト
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へ参加することで他高専との交流により他高専のとの違いが見える等の効果が期待さ

れることから学校としてバックアップをお願いしたい。資金や企画等の学校ではできな

い部分で同窓会へ相談して欲しい。 

・先ほど触れた F-met+における専攻科１年生のＰＢＬ型授業では，浜松医科大が高専生

に予算を工面してくれる等，高専生は期待されている。起業家を育成することと同時に，

実際に社会のニーズにチャレンジする，コンテストに参加する等の活動を，地域企業も

応援していきたい。 

・専攻科生のＰＢＬ型授業で学生が自分たちで社会ニーズの本質を見つけるには，４～９

月の６ヶ月では短い。学校の授業スケジュールで期間を延ばすのは難しいと思うが，そ

の先にコンテストやインターンシップへ繋げる等，学生が課題解決や起業等のスタート

アップ教育へ繋いでいけるか，学校に協力していきたい。また，学生の提案を企業が引

き継いでいる事例もある。これらもスタートアップの事例になるのではないか。 

・何年か前の学生で，こども病院のナースからの要望である，入院中の子供に飽きさせず

学校の授業を受けさせる仕組みをＰＢＬ型授業の課題とし，インターンシップで継続し，

F-met+参画企業によるアプリケーション開発を経て製品化する予定の事例もある。ス

タートアップの事例として学生や広報でアピールして欲しい。 

・今年の７月に静岡で開催されたスタートアップ企業と県内企業とのマッチングを促す

イベント「TECH BEAT Shizuoka 2023」に参画し感じたことだが，スタートアップ教

育には相手のニーズとコストを意識させる教育をお願いしたい。また，スタートアップ

教育で様々な取組をされているが，これらも課題１であがった広報活動でアピールして

はどうか。 

・この事業のアウトプットをどこに設定されるのか。前向きな学生，適性がある学生と，

苦手な学生もいると思われるが，学生間で壁ができないようバランスが大事と思われる。

また，コンテストの後のフォローアップはどうされるのか。“良い成績を収めた”で終わ

りではなく，例えば賞金を使って試作開発し，思った通りに行かない場合に問題をどう

解決するか，学生時代に経験できるようＰＤＣＡが１周まわるプログラムになっている

よいと思われる。スタートアップにならなくても社会に出た際に役に立つ。問題の本質

は何かを分析し解決する経験が学生のキャリアアップに繋がるのではないか。 

 

以上を踏まえ，議長から次のとおり答申があった。 

・「課題の本質は何か」を問うトレーニングが重要である。 

・コストとニーズのバランスをとった教育をお願いしたい。 

・ＰＢＬ型授業から発展し製品化するような成功事例に繋げていくことは学生にもいい

経験となる上，学校にとっても入試広報で学生獲得に繋がる。 

・学年の枠を超えた議論のような，多様性は問題解決に繋がる。愛知県で設置している東

三河スタートアップ推進協議会では，設立前後のスタートアップ企業のみならず，大学

生も参加している。高専生だけに閉じず，様々な人との交流により視野が広がることか
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ら，同様の取組があるならば利用したらどうか。 

 

○その他 

議長からその他について照会があり，委員及び列席者より次のような発言があった。 

・政府や高専機構主導のような大きな事業や長いスパンの取組以外の，細かい取組や規則

上学校が対応できないものは，同窓会等の関係団体を活用して欲しい。 

・学校は女子学生を増やしたいとのことだが，この会議，また公式ウェブサイトを拝見し

女性教員が少ないと感じる。女性の意見やアイデアを取り入れるため検討してはどうか。 

・コンテストのフォローアップについて意見をいただいたところだが，企業様と一緒に学

生への教育を進めていくにあたり，参画する学生が，高いモチベーションや教員に見せ

ないような責任感のある態度を見せる。課題解決を通じ，我々だけではできない教育を

地域企業様と一緒に育てていただきたい。 

・高専ロボコンで全国大会に出られるよう，良い成績をとれるよう頑張って欲しい。 

→豊田高専の本科生と専攻科生の混合チームが，大学ロボコンで予選を突破し本選

の準決勝まで進出した。それぐらいを目指してはどうか。 

 

○議事終了 

以上の諮問に対する答申をもって議長から議事を終了する旨の発言があり，議長職が解

かれた。 

 

○校長挨拶（謝辞） 

会議終了に際し校長から，工学系の女性教員の絶対数が少なく女性教員を増やすのはな

かなか難しいが，その解決のためにも女子学生を増やすこと自体が重要と考えていること，

いただいたご意見として，広報関係では如何に知らせていくかが重要だが，学校の中でもお

互いを知るよう情報共有していきたいこと，将来を考え小中学生の理科教育を盛り上げて

いきたいこと，ＡＩについて，まずはデータサイエンスや統計のような基礎的なところに力

を入れていきたいとの発言があり，引き続きご指導ご助言を賜りたい旨の依頼と謝辞があ

った。 
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Ⅳ．校内視察 
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運営諮問会議委員による校内視察 

 

運営諮問会議に先立ち，改修された総合メディアセンター（演習室，学習サポートセンタ

ー），整備中の起業家工房クリエイティブ・コモンズ，教育研究支援センター，改修中の優

峰寮を含む学生寮全景（工事状況及び寮地区全体の遠景）を視察いただきました。 

  

総合メディアセンター（エントランス）    総合メディアセンター（ロビー） 

 

  

学習サポートセンター          クリエイティブ・コモンズ 

「ミーティングサテライト」 

  

教育研究支援センター       学生寮（優峰寮工事状況等の遠景） 
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Ⅴ．沼津工業高等専門学校運営諮問会議規則 
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沼津工業高等専門学校運営諮問会議規則 

 
（設置） 

第１条 沼津工業高等専門学校（以下「本校」という。）に本校以外の有識者による沼津
工業高等専門学校運営諮問会議（以下「諮問会議」という。）を置く。 

 
（目的） 

第２条 諮問会議は、本校の学校運営全般について、指導及び助言を行い、本校の健全な
学校運営を支援することを目的とする。 

 
（任務） 

第３条 諮問会議は、次の各号に掲げる事項について、校長の諮問に応じて審議し、及び
校長に対して助言を行うものとする。 
（１）本校の中期目標、中期計画及び年度計画に関する重要事項 
（２）本校の教育及び研究活動に関する重要事項 
（３）その他、本校の運営に関する重要事項 

 
（組織） 

第４条 諮問会議の委員は、人格識見が高く、かつ、本校の振興発展に関心と理解のある
学外有識者で、次の各号に掲げる者のうちから、校長が委嘱する委員をもって組織す
る。 
（１）大学等高等教育機関の関係者 
（２）産業・経済界の関係者 
（３）本校が所在する地域の関係者 
（４）本校の支援団体等の関係者 

２ 諮問会議は、必要と認めるときは、委員以外の者の出席を求め意見を聴くことができ
る。 

 
（議長） 

第５条 諮問会議に議長を置き、その議長は委員の互選をもって充てる。 
２ 議長は、諮問会議の会務を総括する。 
３ 議長に支障があるときは、あらかじめ議長が指名した委員が職務を代行する。 
 
（任期） 

第６条 委員の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。 
２ 前項の委員に欠員が生じた場合の後任者の任期は、前任者の残任期間とする。 
 
（事務） 
第７条 諮問会議の事務は、総務課において処理する。 
 
（雑則） 
第８条 この規則に定めるもののほか、諮問会議の運営に関し必要な事項は、諮問会議が
別に定めるものとする。 

 
附 則 
１．この規則は、平成２１年４月１日から施行する。 
２．この規則の施行後、最初に委嘱された委員の任期は、第６条第１項の規定に係わ
らず平成２３年３月３１日までとする。 
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Ⅵ．沼津工業高等専門学校運営諮問会議委員名簿 
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令和５年度沼津工業高等専門学校運営諮問会議委員 

整理

番号 
氏名 現職 規則根拠 

1 若原 昭浩 
豊橋技術科学大学 理事・副学長

（研究、将来構想、高専連携担当） 

規則第４条第１項第１号委員 

（大学等高等教育機関の関係者） 

2 得居 雷太 
富士通株式会社沼津工場 

工場長 

規則第４条第１項第２号委員 

（産業・経済界の関係者） 

3 庄司 光延 
臼井国際産業株式会社 

取締役 

規則第４条第１項第２号委員 

（産業・経済界の関係者） 

4 成島 優 
株式会社ドゥシステム 

代表取締役 

規則第４条第１項第２号委員 

（産業・経済界の関係者） 

5 鈴木 宏史 
静岡県工業技術研究所 

沼津工業技術支援センター長 

規則第４条第１項第３号委員 

（本校が所在する地域の関係者） 

6 奥村 篤 沼津市教育長 
規則第４条第１項第３号委員 

（本校が所在する地域の関係者） 

7 河合 隆徳 
沼津高専地域創生交流会 会長 

株式会社フジネット代表取締役社長 

規則第４条第１項第４号委員 

（本校の支援団体等の関係者） 

8 長岡 善章 
沼津高専同窓会 会長 

株式会社ｱｰﾃｨｽﾃｨｯｸｽ代表取締役 

規則第４条第１項第４号委員 

（本校の支援団体等の関係者） 

（敬称略） 
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運営諮問会議報告書 

（令和６年１月発行） 

 

沼津工業高等専門学校 総務課 

〒410-8501 沼津市大岡 3600 

TEL 055-926-5712

FAX 055-926-5700 

URL https://www.numazu-ct.ac.jp 
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